
（地域の経済動向調査に関すること【指針③】） 

令和 3 年度  経営発達支援計画事業  報告書  [事業 NO.1] 

小規模企業景気動向調査 第２四半期（R３年 7～9 月） 

①業種及び地域別景気動向 

業  種 

製造業 

建設業 

卸・小売業 サービス業 

食料品

等 

機械 

金属 

耐久消費

その他 

食料品

 

外  食 旅館 理美容 

その他 

運輸 

町   
  

  
 

内 

売 上 額 ↘☂ ↘☁ ↘⛅ ↘☂ ↘⛅ →🌂 ↘☂ ↗⛅ →☁ 

仕入単価 →☂ ↗☁ →☂ ↗☁ →☁ ↗☁ →☁ ↗☁ ↗☁ 

採    算 ↘☂ →☁ ↘🌂 ↘🌂 ↘⛅ ↗☁ →☁ ↗☁ ↗☁ 

資金繰り →☁ →☁ →🌂 ↗☁ ↘⛅ →☂ →☁ ↗☁ ↗☁ 

業界の業況 →☀ ↗☀ ↗⛅ →🌂 ↘☁ →☂ →☂ ↗☁ ↗☁ 

北    信 ↗ 改善 ↗ 改善 ↗ 改善 ↗ 改善 ↗ 改善 ↘ 悪化 

県    内 厳しい状況が続いているが、持ち直しの動きが続いている 

全  国※ -40.2↗ -22.4↘ -58.3↘ -82.9↘ -47.9↘ -48.8↗

                                               （※  景況 DI 値で表示、＋値が大きいほど好調） 

② 景気動向報道及び特記事項 

≪町内≫ 

非常事態宣言の度重なる延長のため夏の繁忙期の集客が行えない（宿泊業） 

材料不足による工期の遅れが著しい（建設業） 

県や町の給付金頼みの状況から脱却したい。感染予防にも限界があり再開に不安がある。（宿泊業） 

町の応援チケット事業より売上が回復しつつある（飲食業） 

≪北信≫ 

  五輪特需を期待したが残念な結果となった。（農産物加工業） 

  材木の確保が難しくなってきている。秋口からさらに大変になるかと不安（総合建設業） 

  自動車部品の供給不足によって新車販売に影響が出ている（自動車販売業） 

  東京五輪の影響がほとんどなかった（ホテル業） 

≪県内≫ 

  乗用車新車販売は２ヵ月連続で前年度を下回る 

≪全国≫ 

小企業の景況は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況にある 

産業全体：緊急事態宣言等の延長・適用範囲の拡大を受け、全業種で悪化となった 

製 造 業：回復基調から一転、大幅な悪化に転じた 

建 設 業：ウッドショック等の価格高騰や資材調達難に苦しむ 

小 売 業：需要減速により、軒並み悪化となった 

サービス業：緊急事態宣言等の延長・適用範囲拡大で更に厳しい状況に陥った 

参考資料： 

長野信用金庫「長野しんきん北信経済動向“すかい”」・長野経済研究所「経済月報」・日銀「経済動向」 

日本政策金融公庫「全国中小企業動向調査結果」・全国商工会連合会「小規模企業景気動向調査」 

 


